
林

第
二
十
四
碁
第
二
號
　
（
通
釜
第
九
＋
四
號
）
昭
和
＋
四
年
四
月
獲
行

罰
地
問
題
の
一
露
結

牧
　
野
　
信
之
助

一

（251）

　
厨
講
割
地
澗
度
の
諸
念
は
（
一
と
村
の
土
地
を
假
に
所
登
窯
鍵
の
共
擦
と
見
微
し
、
換
流
す
れ
ば
村
民
問
の
桜
岡
管
理
の
形
ち
と
し
て

（
｛
…
）
定
期
若
し
く
は
不
定
期
に
、
村
民
合
意
の
下
に
巌
密
な
る
丈
量
を
施
行
し
、
面
積
地
味
地
種
等
に
亙
り
て
公
塁
に
蕊
正
し
、
（
三
）
更

に
各
自
の
持
分
“
ぜ
微
底
的
に
不
公
器
な
か
ら
し
め
ん
が
黒
め
に
、
煽
綾
等
の
方
法
を
用
ひ
て
覇
交
換
せ
し
め
る
。
大
器
斯
く
の
遠
く
論
明

し
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

　
葡
し
て
辮
る
慣
行
の
存
霧
を
始
め
て
學
沢
上
の
封
象
に
取
揚
け
、
そ
れ
に
禮
系
づ
け
ら
れ
江
の
は
内
濠
薫
習
博
士
で
あ
っ
て
、
既
に
明

治
三
手
年
頃
に
は
一
通
⇔
の
構
惣
が
熱
し
て
ゐ
弛
の
で
あ
る
。
そ
れ
と
煮
繭
後
し
て
、
新
渡
戸
∴
悪
難
爾
陣
士
等
に
も
割
地
に
濁
す
る
見

　
　
　
　
酬
…
地
問
題
の
　
麟
〃
．
結
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
瞬
艦
〕
　
第
二
號
　
　
　
　

…



　
　
　
　
劇
…
地
魏
題
の
…
下
灘
　
へ
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
四
巷
　
楠
聯
二
聴
…
　
　
　
　
二

解
が
示
さ
れ
て
み
る
が
、
其
は
、
共
に
内
田
榑
士
の
払
、
れ
の
如
き
本
絡
的
な
研
究
で
は
な
か
っ
た
に
し
て
も
、
餅
る
問
題
が
痕
繁
な
る
當

時
の
新
進
墨
者
閣
に
巻
揚
げ
ら
れ
た
の
は
、
一
に
は
恰
も
鰍
羅
巴
の
學
界
に
於
け
る
土
地
共
有
舗
に
託
す
る
実
的
論
義
が
頗
る
活
謹
に
行

は
れ
て
る
罵
反
映
の
刺
戟
と
、
更
に
猫
一
つ
の
原
困
は
、
翠
巌
に
於
て
曙
治
初
年
に
行
は
れ
た
る
地
観
改
正
後
、
講
圃
に
斯
る
慣
習
の
行

は
れ
て
る
顧
こ
と
が
知
ら
れ
蹟
の
で
、
彼
我
斜
照
癒
し
て
斯
る
注
意
を
惹
起
せ
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
，
尤
も
生
鮮
，
政
時
代
に

　
　
　
　
ダ
カ
タ

行
は
れ
た
地
方
書
に
も
、
織
る
慣
行
の
あ
る
こ
と
は
一
舟
歴
寵
さ
れ
て
は
み
た
が
、
盗
心
に
あ
っ
て
は
別
個
の
關
心
な
惹
く
こ
と
な
し
に

看
過
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
や
う
な
嚢
端
に
あ
る
翻
地
研
究
の
問
題
は
、
爾
來
盤
ミ
駄
會
経
芋
粥
乃
至
農
政
実
上
に
於
け
る
興
味
を
惹
起
せ
し
め
、
斯
る
題
臼

下
に
於
け
る
調
査
研
究
は
持
場
さ
れ
て
行
は
れ
た
。
之
を
携
田
博
士
の
研
究
題
口
に
つ
い
て
見
る
も
、
そ
れ
と
表
面
上
形
式
の
窟
類
似
す
る

か
に
見
へ
る
、
我
國
中
古
の
班
掛
制
度
と
罰
地
と
の
關
係
有
無
如
秘
と
云
ふ
黙
黙
か
ら
、
進
ん
で
夏
ら
に
上
代
の
土
地
所
有
型
燈
に
迄
連

噛
し
て
考
察
せ
ら
れ
ん
と
す
る
意
岡
は
、
結
擶
そ
の
結
論
を
見
る
迄
に
至
ら
す
に
終
り
、
そ
れ
は
今
日
に
於
て
も
猫
依
然
と
し
て
之
を
肯

定
す
る
こ
と
を
不
可
能
と
す
る
論
謹
に
立
顧
さ
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、
然
し
類
る
歌
鎖
的
な
る
豫
惣
、
郎
ち
錆
地
側
度
の
依
て
誉
れ
る

所
以
の
も
の
は
、
遙
か
に
湖
っ
て
或
は
旅
始
共
搬
村
落
翻
の
遣
構
で
は
な
い
か
と
云
ふ
風
な
推
測
が
、
引
馬
い
て
興
味
を
持
嵩
せ
し
め
つ

蕊
あ
る
こ
と
は
否
定
し
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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賜
隣
博
士
に
よ
っ
て
斜
め
ら
れ
た
獅
地
闇
題
の
瞼
討
は
、
爾
來
藪
に
四
十
餓
年
糊
後
篇
學
徒
の
携
ま
ざ
る
調
査
研
究
の
堆
積
に
よ
っ
て
、

先
づ
慣
行
地
の
分
布
な
著
し
～
、
絶
大
し
、
夏
に
そ
の
覗
野
を
精
細
に
し
て
、
當
初
＋
籐
國
を
示
し
た
慣
行
地
は
、
潭
今
や
そ
の
分
布
殆
ど
全

圓
の
諸
道
二
＋
餓
圃
に
も
亙
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
蟹
象
と
せ
る
土
地
に
し
て
も
、
団
・
畑
・
宅
地
等
の
外
、
由
・
川
・
原

野
海
面
等
に
も
亙
り
て
慣
行
せ
ら
れ
允
る
こ
と
が
兄
携
さ
れ
、
籔
換
方
法
等
の
實
聖
上
の
悶
題
に
至
り
て
は
、
簗
ら
に
罵
る
精
細
な
る
も

の
を
知
る
こ
と
が
溺
來
る
や
う
に
な
っ
た
。
然
し
そ
れ
に
し
て
も
、
猫
其
は
現
在
の
戦
力
に
於
け
る
中
世
の
各
地
叢
柔
組
織
の
発
明
の
郷

く
個
々
別
々
に
各
慣
行
地
に
於
け
る
各
種
階
層
の
翻
違
に
よ
り
て
孤
立
的
に
説
凝
せ
ら
れ
、
そ
の
核
心
を
畏
む
べ
き
煮
要
な
る
諸
刃
題
は

互
に
合
理
的
な
説
明
を
得
な
い
も
の
が
頻
る
多
い
實
歌
に
あ
る
。

　
斯
の
如
き
研
究
過
軽
の
申
に
あ
っ
て
、
最
も
空
要
な
る
簡
題
の
…
と
し
て
取
蝪
ぴ
ん
と
す
る
の
は
、
就
中
・
ジ
、
の
糞
環
に
つ
い
て
“
あ
る

が
、
そ
れ
は
大
湊
に
於
て
云
へ
ば
、
江
戸
幕
府
…
時
代
の
靭
期
に
諸
藩
（
並
び
に
常
並
、
以
下
微
之
）
の
藩
法
に
よ
り
て
之
が
施
行
を
兄
た
り
と

し
、
諸
藩
そ
れ
λ
V
の
事
々
に
よ
り
て
之
を
筆
規
せ
し
め
た
る
と
こ
ろ
と
、
然
ら
ざ
る
も
の
と
あ
り
と
せ
ら
る
・
は
、
種
々
の
襲
職
郡
か
ら
｝

鷹
北
一
9
定
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
、
然
も
こ
の
護
醐
を
諸
藩
の
法
令
の
形
ち
に
於
て
施
行
せ
ら
れ
た
り
と
す
る
充
分
な
る
謹
左
を
具
膿

的
に
示
す
も
の
は
從
蝦
腰
り
見
患
さ
れ
て
る
な
い
の
で
あ
り
、
叉
諸
藩
に
於
て
幕
末
最
後
迄
持
接
し
て
之
が
慣
行
を
認
め
遷
る
も
の
に
鋤

し
て
は
、
其
は
藩
翻
と
如
桐
な
る
關
係
に
置
か
れ
て
ゐ
九
か
と
云
ふ
観
轍
に
於
て
、
充
分
の
説
麟
を
輿
へ
貿
も
の
は
的
確
に
兄
ら
れ
な
か

っ
た
や
う
で
あ
番
。

　
然
る
に
、
偶
・
・
こ
の
間
に
あ
り
て
、
私
は
醤
編
弾
藩
の
領
村
に
於
け
る
（
今
立
瓢
岡
本
嬉
野
本
及
び
其
他
）
寛
交
蕉
、
申
の
厚
地
關
回
書
．
類

　
　
　
　
罰
地
閃
顯
剖
の
一
隅
踊
川
漁
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
狐
一
十
罎
懸
　
癬
妙
二
號
　
　
　
　
三
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鯖
漉
簡
題
の
一
望
結
　
（
牧
籔
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
睡
巷
第
二
號
　
　
　

閤

の
、
…
聯
を
寓
目
し
、
之
を
以
て
こ
の
開
題
に
甥
す
る
有
力
な
る
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
取
敢
え
す
一
鷹
先
触
に
そ
れ
ぞ

藁
界
繰
告
し
て
置
い
羨
第
で
あ
っ
た
。
（
武
家
時
代
灘
愉
員
の
．
研
究
所
験
「
…
罰
地
謡
村
落
瀦
と
の
關
…
係
」
及
び
、
土
地
及
び
豪
落
…
史
上
の
煕
賄
陥
口
予
断
験
「
礪
井
糖
斑
の
割
地
定
書
高
説
の
引
籾
丈
漁
M
）

　
以
下
本
題
目
に
於
て
は
、
重
複
の
嫌
が
あ
る
が
、
論
謹
の
順
序
と
し
て
、
其
等
の
喫
料
を
再
検
し
つ
瓦
、
更
ら
に
翻
蓮
關
せ
る
三
種
の

新
室
料
と
輯
照
合
し
て
論
旨
を
進
め
た
い
と
恩
ふ
の
で
あ
る
。
先
づ
一
聯
の
造
面
藩
寛
文
年
中
の
澱
本
村
關
係
地
斑
料
は
、
斑
下
の
四
題

に
，
亙
っ
て
示
さ
れ
て
み
る
。
帥
ち

　
（
一
）
寛
文
九
年
エ
月
編
井
藩
所
嵩
、
豊
（
＋
一
ク
劇
中
霞
接
土
地
捌
關
係
の
も
の
四
ケ
條
）

　
（
凸
　
鳥
二
）
寛
文
九
年
三
月
、
岩
本
暦
艮
請
継
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
徹

　
（
三
）
寛
文
九
年
ニ
ー
3
、
岩
本
村
民
地
割
之
耀

　
（
四
）
寛
丈
十
二
年
八
月
、
編
井
藩
・
断
趨
、
達
書
（
九
ケ
條
中
熟
地
罰
關
係
事
項
一
ケ
條
）

　
と
な
り
、
そ
れ
ん
、
相
聯
輸
し
た
も
の
で
あ
る
。
尽
し
て
そ
の
幸
先
づ
（
一
）
輻
ル
短
所
撫
、
必
中
の
粟
要
條
項
は
、
左
記
の
鋪
く
に
示

さ
れ
て
み
る
。

「
　
　
　
　
　
　
　
愛

（
上
略
）

　
（
二
）

一、

飼
N
感
懐
候
熱
々
田
地
内
翻
之
儀
、
村
に
よ
り
割
か
ね
申
候
由
、
其
、
沙
汰
有
之
候
。
早
藤
申
鰯
候
義
、
難
澁
不
届
候
。
早
々
田
地
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
隷
）
　
　
　
　
（
銭
）

　
下
無
之
様
二
、
内
割
可
仕
候
。
割
様
ハ
惣
を
く
み
に
い
た
し
、
く
ち
取
に
可
仕
事
。

へ
薫
）一
、
繊
分
有
之
候
者
、
惣
へ
打
込
、
一
村
當
分
画
割
可
申
候
。
久
敷
野
分
欝
欝
、
打
入
漁
可
串
事
。

（25乏り



（
四
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
練
）

一
、
地
罰
之
上
、
…
村
に
何
ほ
と
の
患
分
有
之
候
と
明
に
書
琶
、
錦
上
可
串
候
。
点
て
後
公
儀
さ
ほ
を
入
桜
島
候
。
若
出
分
糊
置
候
ハ
・
、

　
其
村
之
庄
屋
長
百
生
登
入
、
念
渡
可
爲
曲
事
候
閣
、
毛
頭
懸
申
瑚
敷
候
事
。

へ
五
）

一、

s
足
之
田
地
も
有
膿
に
翻
な
ら
し
、
其
投
公
儀
へ
可
申
事
。

　
　
　
　
　
漁
二
月
　
鳥
○
蕊
亥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
之
に
よ
る
と
、
咋
寛
文
八
年
、
丁
令
に
よ
◎
て
、
輻
井
藩
は
領
内
の
各
村
に
亙
り
、
そ
れ
ム
、
一
村
隈
り
の
田
地
内
捌
の
上
行
を
期
せ

し
め
て
そ
の
實
施
を
督
志
し
、
「
驚
地
高
下
な
き
や
う
」
の
劇
的
の
下
に
捌
饗
せ
し
め
、
實
玉
上
の
施
行
方
法
と
し
て
「
惣
を
組
に
致
し
て

銭
取
に
」
す
べ
き
翻
様
を
指
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。
内
綱
と
云
へ
る
も
の
は
、
所
講
劇
地
を
意
味
す
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
砺
し

て
こ
の
「
惣
を
組
に
致
し
て
銭
取
に
可
仕
」
と
云
八
る
一
鶴
は
こ
の
問
題
に
と
っ
て
、
云
は
“
眼
H
と
な
る
べ
き
重
要
さ
を
持
つ
の
で
あ

る
が
、
然
し
語
意
簡
漿
で
、
充
分
に
説
明
さ
れ
難
い
憾
な
し
と
し
な
い
が
、
要
す
る
に
、
土
地
を
移
換
ふ
る
に
趨
り
、
惣
邸
ち
惣
村
民
（
土

地
所
有
者
の
）
を
幾
つ
か
の
墨
壷
に
構
成
せ
し
め
て
、
嫡
簸
法
に
よ
り
そ
れ
ん
＼
の
持
高
に
慮
じ
て
土
・
小
・
下
適
當
に
維
合
せ
ら
れ
た
る

田
地
を
配
分
せ
ら
る
べ
き
方
法
を
示
せ
る
も
の
に
報
違
な
い
。

　
郎
ち
、
厭
謂
綱
地
の
定
型
を
、
こ
・
に
明
ら
か
に
具
現
し
て
み
る
も
の
と
す
べ
き
で
あ
る
。
此
等
の
條
項
に
鋤
し
て
は
、
何
れ
藩
當
局

か
ら
再
演
の
場
合
に
鋤
す
る
施
行
細
則
が
示
さ
れ
て
ゐ
九
こ
と
と
思
は
れ
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
寓
隠
の
機
會
に
達
し
て
み
な
い
の
を
遽

憾
と
し
た
い
。

　
斯
く
て
亦
、
（
ご
）
・
（
阻
）
・
（
五
）
の
三
ケ
條
に
至
り
て
は
、
そ
れ
ム
、
土
地
の
實
測
癖
馬
と
從
來
土
地
肇
帳
と
の
三
二
の
土
入
を
明
確

　
　
　
　
捌
…
地
隙
一
懸
の
　
麟
羅
醐
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
瞬
巷
　
篤
リ
ニ
號
　
　
　
　
五
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麟
…
口
争
一
題
の
一
指
岬
結
　
へ
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窮
焦
　
十
鰻
艦
｝
　
第
二
號
　
　
　
　
六

に
せ
ん
企
め
の
定
め
で
あ
る
が
、
勿
論
そ
の
主
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
丈
量
の
結
果
に
よ
る
「
打
癒
し
」
あ
る
べ
き
こ
と
を
豫
齢
し
て
、
從
來

あ
り
勝
ち
な
る
隠
田
等
の
郷
な
か
ら
し
め
、
以
て
徴
質
地
の
檜
撫
を
遡
る
こ
と
に
努
め
九
こ
と
を
示
す
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
斯
く
て
、
こ
の
箆
書
中
の
近
地
指
示
事
項
に
封
ず
る
村
民
開
の
地
劇
難
行
親
身
に
あ
り
て
は
、
総
べ
て
七
ケ
條
に
亙
り
て
、
畦
路
・
用

水
・
堀
・
道
路
・
歴
敷
・
寺
就
境
内
∵
籔
等
に
亙
る
、
倉
入
の
定
例
を
確
示
し
、
最
後
の
條
項
に
於
て
、
特
に
瞼
地
回
の
不
公
弔
の
取
置

な
か
ら
ん
こ
と
を
嚴
擁
し
て
み
る
が
、
然
し
、
こ
の
内
規
に
あ
り
て
は
、
夏
に
後
説
せ
ん
と
す
る
癩
く
、
輩
に
悼
人
の
慣
行
ー
ー
瞼
地
す

る
こ
と
の
正
確
“
4
8
規
約
し
た
丈
け
に
生
っ
て
、
持
分
の
鐙
換
に
關
す
る
條
項
に
封
し
て
は
鯛
段
示
す
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。

　
葡
し
て
、
こ
の
聡
本
村
に
於
け
る
一
聯
の
寛
文
九
年
鋼
地
質
係
書
類
に
次
い
で
、
そ
れ
と
継
台
癒
し
て
質
料
あ
り
と
豫
察
さ
れ
る
、
寛

文
十
二
年
八
月
付
編
非
藩
か
ら
岩
本
轡
宛
の
型
一
通
は
、
夏
ら
に
誠
信
に
欝
す
る
罰
藩
の
方
針
を
指
示
す
る
も
の
と
し
て
、
霊
要
な
る
意

唾
を
持
っ
て
る
る
。
君
は
全
文
九
ケ
條
よ
の
成
り
、
主
と
し
て
治
民
要
項
を
列
墓
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
巾
第
八
ケ
條
に
比
較
的
長

文
を
以
て
、
罰
地
に
饗
し
吹
の
癩
く
指
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

「
（
上
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
割
換
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
陸
）

一、

c
地
劇
之
事
、
爾
々
田
地
ふ
ろ
く
の
よ
し
沙
汰
在
之
に
付
、
わ
り
か
へ
候
様
に
と
先
年
串
鱗
候
。
三
四
年
之
間
在
之
、
翻
替
も
は
や

　
（
不
縷
）

　
ふ
ろ
く
之
分
一
濟
可
串
候
。
魂
胆
に
よ
っ
て
、
面
々
持
田
地
、
白
然
無
沙
汰
之
義
胃
｛
4
3
か
に
つ
い
て
、
窮
今
以
後
、
公
事
よ
り
剛
替
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
費
）

　
儀
不
及
沙
汰
候
。
此
上
は
、
田
地
つ
い
へ
無
季
襟
に
い
た
し
、
断
地
少
成
婚
ひ
ら
き
、
懸
用
有
之
様
に
再
下
郷
。
跳
以
前
之
麺
、
百
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
捌
換
）

　
　
　
　
　
（
報
鰍
）

　
串
聞
に
て
あ
い
た
い
仕
、
下
に
て
翻
か
へ
溜
分
は
、
谷
湖
に
候
。
叉
、
當
年
痢
替
胃
申
捻
粗
究
、
標
予
に
よ
⇔
轟
・
・
し
延
、
來
春
わ
り
か

　
へ
可
申
鴇
、
堅
約
束
の
田
地
は
、
娘
翻
定
、
黒
革
罰
替
可
塑
候
。
惣
而
、
兼
約
束
難
儀
叢
憂
仕
候
は
、
悪
き
事
に
嫉
。
申
定
漣
に
可
仕

（g．o”6＞



候
事
。
　
　
　
　
　
　
天
月
。
護
＋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

　
之
に
よ
る
と
、
田
地
持
分
の
不
均
等
を
正
さ
ん
が
爲
め
の
田
地
劉
換
は
、
藩
令
に
よ
る
鋤
行
に
よ
り
て
、
一
議
一
3
的
を
遽
直
し
た
る
を

以
て
、
爾
來
藩
の
方
針
と
し
て
は
、
之
を
行
は
し
め
ざ
る
こ
と
・
し
、
寧
ろ
そ
れ
と
は
騎
に
積
極
的
に
、
新
地
登
園
等
の
手
段
に
よ
っ
て

耕
地
の
塘
加
を
劃
ら
ん
と
す
る
こ
と
を
示
し
つ
・
、
蒲
も
百
姓
中
の
串
合
に
よ
っ
て
、
下
々
に
て
内
々
の
割
換
を
施
行
せ
ん
と
す
る
こ
と

は
薫
別
の
こ
と
エ
し
て
認
容
す
べ
き
を
示
唆
し
て
み
る
黙
に
、
編
曲
藩
　
　
の
み
な
ら
す
、
一
般
藩
・
制
に
於
け
る
、
怠
者
時
代
を
通
じ
て

行
は
れ
た
る
諸
藩
の
罰
地
の
淵
源
に
大
な
る
嗜
示
を
與
ふ
る
も
の
が
あ
る
。
斯
く
て
亦
、
當
年
若
し
く
は
來
春
罰
換
の
こ
と
は
一
旦
取
極

め
た
る
以
上
、
一
村
民
話
と
し
て
必
ず
履
行
す
べ
く
、
契
約
違
反
の
旨
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
を
附
記
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

（257）

三

　
搬
上
は
、
寛
文
九
年
乃
至
＋
二
年
に
於
け
る
編
井
藩
の
一
領
村
た
る
岩
本
村
の
田
地
鵠
に
關
す
る
交
渉
霧
類
で
あ
る
が
、
特
に
＋
二
年

藩
の
方
針
を
指
示
し
た
罷
書
に
つ
い
て
は
、
後
撲
更
ら
に
猫
論
及
す
る
こ
と
・
し
て
、
麗
ら
に
此
と
報
漣
…
濁
し
て
、
嗣
じ
く
寛
文
九
年
圏

月
附
・
石
白
石
本
村
に
灘
…
か
ら
ざ
る
、
翻
じ
く
輻
井
藩
領
、
に
持
す
る
轟
井
村
に
於
け
・
る
村
定
澄
文
を
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
右
は
、
恐
ら
く

こ
の
年
繭
記
岩
本
村
な
ど
・
嗣
じ
く
、
藩
旨
を
承
け
て
土
地
割
を
盤
行
し
、
そ
の
直
後
、
村
民
の
間
に
翻
規
約
し
た
制
條
に
覇
議
す
る
も

の
と
察
せ
ら
れ
る
が
、
右
全
文
は
左
の
如
く
に
示
さ
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
鋼
…
地
閥
題
の
一
蹴
脚
結
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篤
q
二
十
閥
巷
　
陣
築
二
號
　
　
　
　
セ



　
　
　
　
麟
…
地
問
題
の
一
麟
脚
結
　
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蠣
「
二
十
四
巻
　
第
∴
一
瞬
一
　
　
　
　
八

「
　
　
　
　
　
　
　
村
定
謹
文
之
事

一
、
既
三
月
○
就
交
営
内
瞼
仕
、
村
海
盗
申
立
合
、
明
鏡
に
田
畠
鴨
モ
割
に
仕
断
言
、
境
挙
世
ハ
、
吟
昧
警
報
究
申
嫉
。
黒
々
に
、
互
に

　
　
　
　
　
　
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鷺
紙
）
　
　
　
　
（
鋳
）

　
何
角
と
轟
入
串
者
共
、
猷
來
佳
嫉
菅
、
有
艦
せ
い
し
を
以
、
ら
ち
国
富
申
閑
事
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
訣
）

…、

U
々
持
ノ
～
之
内
、
川
か
け
二
罷
成
候
者
、
村
中
よ
0
輿
内
可
申
盤
事
。

一、

?
除
用
水
之
儀
ハ
、
高
持
寮
蛋
叢
、
不
残
罷
幽
可
仕
候
事
。

一
、
介
度
鳴
子
翻
之
所
、
持
々
の
内
田
地
高
下
二
罷
器
量
者
、
何
時
題
言
鋼
黙
黙
申
工
事
。

右
之
條
々
、
重
誰
何
角
と
我
か
ま
Σ
申
も
の
御
座
候
爵
、
此
謹
丈
を
以
、
越
度
二
可
被
仰
付
候
。
爲
後
口
伽
禰
郊
件
。

　
　
　
　
　
　
寛
文
九
年
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
井
　
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
酉
ノ
四
月
四
臼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
　
右
　
衛
　
門
　
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
外
二
十
八
名
略
）
　
　
　
」

　
こ
の
文
爾
に
よ
れ
ば
、
前
夫
岩
本
村
民
の
合
議
書
に
兇
ら
れ
る
「
地
駒
之
壁
」
の
地
弾
の
岡
意
語
と
し
て
、
藪
で
は
「
内
瞼
」
と
し
て
示
し

て
居
り
、
各
個
條
を
通
じ
て
、
一
村
の
所
整
地
を
精
査
し
た
る
こ
と
を
蓮
べ
、
特
に
第
二
條
に
は
、
各
自
持
分
之
内
、
若
し
川
書
け
な
ど

が
あ
っ
た
揚
合
に
は
村
中
翻
協
力
し
て
之
を
輔
成
せ
ん
と
蓮
べ
た
る
も
の
を
以
て
考
察
す
る
と
、
内
瞼
と
は
云
へ
、
其
は
躍
に
測
地
更

新
の
み
に
止
っ
て
、
纂
換
持
分
愛
楽
の
方
法
に
は
全
然
及
ば
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
蜷
條
か
ら
丈
け
で
も
明
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

何
と
な
れ
ば
、
所
謂
一
般
翻
地
に
あ
り
て
は
、
懸
る
川
鋏
等
の
厚
め
に
享
受
す
る
持
分
の
不
車
曳
を
村
民
相
互
間
に
均
記
せ
し
め
ん
が
爲

（　D．5S　）



め
に
は
、
鋼
換
地
の
持
分
轄
換
を
行
・
諭
方
法
を
と
る
に
至
っ
た
に
封
し
て
、
藪
で
は
、
羅
に
耕
地
面
に
損
害
を
受
け
た
る
訣
當
村
民
に
嚢

し
て
、
慮
魯
的
の
総
村
擾
助
を
與
ふ
る
こ
と
に
規
定
さ
れ
て
る
る
の
み
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
柔
し
て
亦
、
こ
の
各
催
條
書
中
に
於
て
は
、
特
に
「
削
畠
鳴
子
割
」
云
々
と
し
「
今
度
鳴
子
鋼
之
亡
し
と
し
て
み
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
注

意
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
右
の
鳴
子
鋼
と
は
｝
髄
獺
何
な
る
検
地
方
法
を
託
す
も
の
で
あ
る
か
。
此
語
句
に
つ
い
て
照
合
さ
れ
る
の
は
、

嘗
て
拙
稿
「
太
閤
搬
地
の
研
究
駁
論
」
に
引
署
し
た
慶
長
瞼
地
秘
書
と
題
す
る
、
三
瞬
村
文
書
に
見
ら
れ
る
鳴
子
割
の
論
明
で
あ
る
。
そ
の

全
交
の
硬
概
は
、
初
め
に
購
畠
の
位
付
と
そ
の
斗
代
と
を
灌
記
し
、
新
語
に
よ
る
一
反
歩
の
海
積
の
基
準
と
謄
無
期
地
奉
行
名
を
辛
し
た

る
後
、
譲
地
の
騎
際
に
及
び
、

「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳴
子
割
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
絡
）

一、

禔p

?
之
瞭
我
銅
就
に
物
搬
照
仕
候
へ
ば
、
な
る
こ
わ
」
り
申
兄
御
座
候
由
四
被
串
候
。
み
一
野
口
割
は
、
初
よ
・
9
お
は
り
迄
、
倒
‡
｛
垂
々
…
兄
胴
～
り
｝
小
由
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
椋
）

　
候
ヘ
バ
、
大
き
域
者
の
能
事
卿
座
有
間
敷
と
被
串
候
。
其
卜
樟
先
に
付
、
秘
響
応
小
め
黙
想
候
。
然
共
、
害
悪
一
山
な
ど
さ
を
入
申
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鳴
子

　
に
御
座
　
恢
ヘ
バ
、
晶
欄
内
ゐ
土
々
一
持
行
り
、
能
所
必
体
ど
御
座
候
へ
船
堀
、
右
之
瞬
地
な
る
こ
わ
・
り
を
伽
四
に
什
…
儀
可
有
漁
胃
座
蹴
ハ
剛
心
髄
被
成
候
ハ
、
・
、

　
御
仕
庵
獅
尤
に
奉
存
候
。
」

と
云
っ
て
贋
り
、
こ
の
文
而
に
兄
ら
れ
る
鳴
子
翻
は
、
正
し
く
前
記
轟
集
村
定
謹
文
中
の
そ
れ
に
吻
合
す
る
の
で
あ
る
。
聡
し
て
亦
こ
の

文
醸
に
よ
れ
ば
、
膚
鳴
子
翻
と
共
に
、
別
に
水
日
劇
と
樗
す
る
鋼
方
が
並
行
し
て
探
罵
さ
れ
て
騰
り
、
そ
れ
ん
、
得
失
を
有
し
て
み
た
こ

と
・
思
は
れ
る
が
、
こ
の
秘
書
の
業
者
の
鷲
吻
で
は
、
大
地
撮
に
と
っ
て
、
鳴
子
割
の
よ
O
利
得
あ
る
こ
と
を
主
張
し
て
屠
る
飾
く
で
あ

り
、
水
n
劇
は
之
に
反
し
、
大
地
主
に
と
っ
て
不
利
簾
な
る
こ
と
を
蓮
べ
て
繁
る
如
く
に
考
へ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
棚
…
地
醐
題
の
＝
齢
結
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
閥
巷
　
纏
罪
二
號
　
　
　
　

九
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寛
文
の
編
井
藩
捌
地
定
書
は
、
以
上
の
如
く
、
該
制
度
の
嚢
現
と
、
そ
の
蓬
綾
償
行
の
事
情
を
示
現
す
る
も
の
と
し
て
、
重
要
な
る
左

雰
と
な
っ
て
み
る
が
、
然
し
、
嗣
藩
の
鶴
漁
獲
学
期
は
、
こ
の
寛
丈
の
法
令
を
以
て
開
創
さ
れ
弛
　
　
最
初
と
な
す
べ
き
で
は
な
く
、
猫

そ
れ
よ
り
も
湖
っ
て
屡
々
慣
行
さ
れ
て
届
つ
た
と
す
．
べ
く
、
特
に
寛
永
年
中
に
は
、
諸
方
に
そ
の
實
施
を
見
た
る
こ
と
は
、
後
点
せ
ん
と

す
る
前
記
砦
本
村
そ
の
他
の
所
例
に
よ
っ
て
推
定
さ
れ
る
。

　
猴
之
と
、
諸
藩
に
慣
行
せ
ら
れ
た
る
例
言
に
徴
讃
す
る
な
ら
ば
、
隣
接
加
賀
藩
に
あ
り
て
は
、
改
作
法
の
開
始
に
伸
ふ
て
痢
地
の
起
源

が
見
ら
れ
る
と
せ
ら
れ
締
る
も
の
を
総
て
す
れ
ば
、
寛
永
年
中
の
こ
と
で
あ
り
、
越
後
の
一
部
に
あ
り
て
は
、
既
に
慶
長
年
中
に
そ
の
獲

四

鋼…

n
問
題
の
一
繍
瓢
鵬
　
（
牧
野
）

第
二
十
四
巻
　
第
二
號

一
〇

こ
の
水
購
割
は
、
延
享
元
年
牽
二
月
、
認
じ
く
編
網
早
稲
蟻
物
師
村
内
強
願
書
に

、
へ
上
略
）

、
嘉
姓
持
高
不
陸
に
罷
戒
候
二
甘
、
胤
年
以
前
、
惣
霧
姓
納
得
網
談
之
上
、
内
藪
下
肖
制
仕
り
、
不
陸
謡
講
様
に
仕
り
、
其
簿
祁
究
候
ハ
、

又
候
川
欠
石
潮
入
水
損
灘
來
、
不
陸
地
薄
戎
候
ハ
・
、
涯
ケ
年
之
内
に
内
検
仕
り
、

ヨ
く
　
　
　
　
　
ゆ
　
の
　
　
　
　
へ

｝
孔
難
λ
り
達
⇔

覧
ζ
」
【
　
　
　
｛

爾
畑
荒
川
猿
共
に
、
感
取
⇔
を
以

て
取
可
申
（
下
略
）
」

と
云
へ
る
、
田
地
劇
替
規
定
中
に
も
所
見
し
て
薫
り
、
要
す
る
に
、
太
閥
強
地
蹴
來
編
井
藤
領
に
あ
り
て
は
、
検
地
方
法
と
し
て
、
鳴
子
、

水
繊
の
気
構
方
が
叢
擁
し
て
採
潮
せ
ら
れ
て
る
た
こ
と
を
示
し
、
渉
、
れ
は
引
染
き
内
石
地
に
際
し
て
慣
用
さ
れ
て
る
た
の
で
あ
る
。
禰
し

て
そ
れ
は
亦
、
麟
地
銭
換
の
荊
提
と
し
て
施
行
せ
ら
れ
た
、
墨
入
作
業
の
主
要
な
る
方
式
で
あ
っ
た
と
せ
ら
る
べ
藩
、
、
で
あ
る
．
．
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現
が
あ
る
と
せ
ら
れ
る
雛
定
説
が
あ
⇔
、
之
は
猫
瞼
講
を
要
と
す
べ
き
に
し
て
も
、
何
れ
に
し
て
も
、
江
戸
幕
府
の
斜
設
期
を
潮
っ
て
、

そ
れ
以
上
に
慣
行
を
表
、
吊
す
る
も
の
に
棄
っ
て
は
未
だ
見
灘
み
心
、
れ
な
い
の
で
あ
る
。
斯
く
て
、
帝
劇
獲
現
の
時
期
を
擬
宿
せ
ん
と
す
る
一

大
隈
黒
田
は
、
　
太
国
費
閑
地
の
倫
別
行
に
・
．
踊
る
村
営
囲
の
一
眠
定
「
と
、
　
そ
の
領
主
に
饗
し
て
果
さ
“
る
。
へ
山
｝
議
機
能
と
．
か
契
機
と
ハ
係
っ
て
、
　
延
て
斯
る
慣

行
を
誘
導
す
る
に
至
れ
り
と
思
惟
す
る
こ
と
が
至
當
で
あ
る
こ
と
を
強
調
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
．
斯
く
て
亦
當
然
の
編
結
と
し
て
、
各

地
の
罰
地
慣
行
は
恐
ら
く
右
検
地
獄
後
に
棄
り
て
獲
現
す
る
に
至
っ
た
こ
と
を
容
認
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
云
ふ
迄
も
な
く
、
太
閤
検
地
（
天
正
よ
り
交
隷
を
維
て
慶
長
に
亙
る
）
の
大
業
は
、
中
世
の
蕪
園
舎
下
の
概
し
て
弛
緩
せ
る
統
制
に
置
か

れ
た
村
落
が
、
近
匿
的
な
強
き
結
成
に
置
か
れ
ん
と
し
て
虞
機
的
な
村
落
型
罷
に
移
行
を
開
始
し
た
刻
期
的
な
疇
期
に
常
⇔
、
そ
の
境
界

線
に
あ
る
、
分
水
嶺
中
の
最
高
峰
の
位
置
に
据
・
汎
ら
れ
て
る
る
。
沸
ち
、
久
し
き
文
園
総
轄
の
生
存
に
喘
い
で
み
た
村
落
が
、
石
園
崩
壌

期
に
際
曝
し
て
、
噂
百
方
自
衛
存
立
策
を
簿
っ
て
之
が
結
戒
に
力
め
た
時
に
織
り
、
爲
政
者
は
之
を
韓
纏
利
用
し
て
、
自
己
領
下
の
村
落
に

置
き
代
へ
、
払
、
の
根
幹
た
ら
し
む
る
位
置
に
据
え
ら
れ
た
｝
村
測
高
の
結
戒
が
、
所
謂
太
閤
検
地
の
決
行
に
よ
っ
て
一
三
確
定
さ
れ
た
と

云
ふ
こ
と
が
出
來
る
。

　
籍
し
て
、
こ
の
検
地
の
擁
護
に
當
り
て
は
、
領
空
側
と
し
て
は
欝
來
得
る
限
り
精
細
な
る
丈
量
と
石
盛
」
O
と
に
よ
⇔
て
耕
地
利
用
爾
の

塗
大
　
　
徴
税
の
農
繁
を
期
待
一
、
｝
、
領
鋭
測
に
あ
り
て
は
、
そ
の
査
定
せ
ら
れ
た
る
村
高
に
よ
令
て
、
之
を
基
準
と
し
て
村
民
醐
に
公
李

な
る
負
櫓
を
要
と
し
、
斯
く
て
公
…
拳
な
る
村
蔦
を
確
定
し
、
一
村
鳶
職
の
納
税
負
罐
義
務
を
賦
課
せ
し
め
ら
れ
る
迄
に
は
、
客
易
な
ら
ざ

る
手
風
と
紛
糾
と
を
繰
返
諏
、
図
る
を
得
な
か
つ
允
。
大
嵐
に
於
て
、
全
國
の
大
部
に
丈
量
愚
仕
負
せ
て
、
そ
れ
み
、
の
曾
高
を
定
む
る
に

　
　
　
　
捌
地
問
題
の
…
縣
轄
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
露
二
＋
醐
巻
　
第
二
號
　
　
　
こ
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翻
剛
地
闇
門
題
の
一
二
岬
結
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
二
十
閃
黛
葛
　
緋
苑
二
二
　
　
　
　
一
二

至
っ
た
太
閤
聖
地
は
、
そ
の
事
業
が
遡
期
的
で
あ
っ
た
丈
け
に
、
そ
の
往
年
に
常
っ
て
斯
る
園
難
を
俘
ふ
た
の
は
云
ふ
迄
も
な
い
の
で
あ

る
。
斯
く
て
猶
そ
の
未
完
域
の
蓮
業
は
、
盤
距
氏
の
猷
櫻
の
終
結
と
共
に
、
江
戸
幕
府
及
び
そ
の
諸
藩
の
中
に
引
墨
が
れ
、
各
領
民
鶴
に

納
得
せ
ら
る
・
迄
の
餐
協
的
愚
管
と
し
て
、
再
漁
地
　
　
内
土
地
・
　
切
地
（
持
分
韓
換
）
の
瀬
序
に
展
開
す
る
こ
と
・
な
つ
・
罵
と
考
へ
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　
薦
し
て
亦
、
憩
室
側
に
於
け
る
藩
の
旗
場
と
し
て
は
、
一
嘗
正
確
に
し
て
公
卒
な
る
丈
量
法
に
よ
動
て
、
冬
地
類
の
利
用
晦
を
嵩
來
得

る
丈
け
よ
り
多
く
丁
張
せ
ん
と
企
圖
す
る
黒
め
に
は
、
先
づ
第
一
若
に
極
力
村
民
を
し
て
精
総
な
る
瞼
地
法
　
　
衝
く
と
も
編
非
望
領
に

あ
り
て
は
、
太
閤
望
地
に
際
し
て
蓮
用
せ
ら
れ
た
り
と
思
惟
せ
ら
る
・
、
鳴
子
割
著
し
く
は
水
欝
劇
と
云
へ
る
も
の
、
如
き
方
法
を
編
ひ

て
、
云
は
ゴ
現
制
の
耕
地
整
理
約
な
作
業
を
行
は
し
め
、
各
自
の
持
分
に
不
均
等
な
か
ら
ん
こ
と
に
注
意
を
沸
は
し
め
た
の
で
あ
る
。
故
に
、

擬
制
に
於
け
る
當
初
添
地
の
幾
覗
に
あ
り
て
は
、
躍
に
納
税
の
義
務
あ
る
奈
村
所
属
地
の
公
不
均
等
な
る
丈
量
と
、
其
等
の
所
鳩
地
に

欝
す
る
均
等
な
る
補
填
工
作
を
慮
眼
と
し
、
必
ず
し
も
當
初
よ
り
普
遜
的
に
、
必
須
條
件
と
し
て
、
煽
籔
等
の
方
法
に
よ
る
所
謂
籔
換
を

以
て
す
る
各
自
の
細
分
鎚
換
を
も
期
せ
し
め
弛
に
は
限
ら
な
か
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
廓
ち
、
所
謂
鋼
地
へ
の
階
段
を
（
…
と

村
所
轄
地
の
各
霞
の
持
分
轟
轟
ギ
な
る
丈
量
作
業
と
、
（
エ
）
籔
換
等
の
方
法
に
よ
の
て
各
自
の
持
分
を
鍵
遷
す
る
こ
と
の
順
位
に
分
つ
と

す
れ
ば
、
當
初
に
あ
り
て
は
、
未
だ
第
一
階
投
に
止
り
て
、
槍
地
更
正
の
範
園
に
於
て
、
　
一
先
づ
翫
來
得
る
丈
け
の
公
李
均
等
を
期
す
る

こ
と
に
満
足
し
た
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。
こ
の
第
　
粛
殺
の
工
作
が
、
夏
ら
に
徹
底
的
に
双
拳
を
庶
幾
せ
し
め
ん
と
す
み
時
に
、
進
ん

で
第
二
糟
段
の
銭
換
持
分
攣
換
を
條
件
と
す
る
、
所
謂
翻
地
に
進
展
す
る
こ
と
・
な
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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斯
の
軽
く
し
て
、
爾
記
寛
文
九
年
の
瀟
井
藩
搦
地
定
書
に
黙
し
て
講
書
を
提
翻
し
、
そ
の
實
施
を
軍
需
し
て
み
る
岩
本
村
の
例
謹
に
あ

⇔
て
も
、
そ
れ
は
寛
永
以
隆
藩
政
時
代
を
漣
じ
て
屡
次
施
行
さ
れ
た
全
村
所
幡
地
の
不
陸
蜘
．
等
の
方
法
と
し
て
探
ら
れ
た
内
槍
の
場
合
と

醐
じ
く
、
そ
の
實
繭
記
．
第
一
階
段
に
於
け
る
機
地
夏
正
の
施
行
に
止
ま
り
、
第
一
疫
の
簸
換
持
地
鍵
更
の
手
段
に
蓬
は
及
ぼ
さ
れ
な
か
っ

た
と
す
べ
き
で
あ
る
。
故
に
、
寛
永
九
年
逆
月
食
本
村
鴇
畠
小
割
調
帳
の
示
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
蕩
、
の
懸
末
に
研
載
塗
る
文
言
は
、
潤

畠
の
翼
壁
と
分
米
の
等
級
雑
記
に
擁
・
訟
る
に
、
「
右
癩
此
、
惣
再
姓
中
立
翻
、
ヒ
中
下
弓
々
見
届
ケ
、
綴
代
繍
定
申
候
上
者
、
互
に
串
分
少

も
無
御
座
候
。
自
然
、
以
來
ユ
小
智
仕
度
由
串
曝
者
ハ
．
・
、
惣
軽
車
談
仕
り
、
何
時
成
共
議
鏡
二
車
幅
申
候
。
（
下
略
と
と
せ
ら
れ
、
更
ら

に
検
地
算
用
入
の
起
請
文
を
附
し
て
、
歓
枯
の
沙
汰
な
き
を
蓮
べ
、
若
し
翻
蓮
あ
る
場
含
に
は
打
直
し
す
べ
き
の
旨
を
誓
言
し
て
み
る
も

の
が
あ
り
、
叉
荊
に
、
村
惣
串
と
し
て
、
今
幾
の
縄
人
に
て
電
畜
更
正
成
れ
る
を
而
て
、
長
工
船
、
脇
講
親
高
下
の
訳
な
き
を
明
言
し
、

趨
請
に
及
ん
で
み
る
も
の
が
あ
る
の
で
あ
る
。

　
面
し
て
亦
、
騎
に
同
村
寛
延
三
年
調
製
の
戸
帳
に
よ
れ
ば
、
こ
の
寛
永
小
翻
以
來
「
其
後
方
々
よ
⇔
、
不
理
に
て
、
並
走
分
唄
な
ら
す

候
故
、
醐
村
申
遡
談
に
て
入
々
立
合
」
の
し
、
元
線
八
年
九
月
小
翻
に
及
べ
ろ
を
示
し
、
爾
來
叉
享
保
九
年
八
月
、
寛
延
同
年
八
月
共
に

之
に
倣
っ
た
赴
が
書
馴
m
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
立
ち
、
獄
し
に
よ
る
と
．
警
本
村
に
於
て
は
、
村
民
賜
に
各
霞
の
持
分
を
公
雫
に
せ
ん

が
爲
め
に
、
そ
の
手
段
と
し
て
必
要
に
癒
じ
騒
々
検
地
作
業
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
然
し
そ
れ
は
、
銭
馬
持
地
絡
夏
の
階
段
に
痘
は
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
カ
タ

ぽ
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
、
現
存
し
て
み
る
多
藪
の
地
方
關
三
揃
燈
、
及
バ
）
古
老
の
織
鰹
に
徴
謹
し
て
、
斯
か
る
確
需
を
な
さ
し
め
る
の

で
あ
る
。

　
　
　
　
割
鏑
凹
凹
題
の
㎝
麟
諜
糖
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
焦
】
十
閥
廓
讐
　
第
q
物
腰
｝
　
　
　
一
慕
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割
地
問
題
の
一
曝
一
結
　
へ
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
駕
弾
二
十
閲
鷲
讐
　
筋
肖
二
號
　
　
　

一
悶

　
斯
く
て
、
前
掲
寛
丈
九
年
二
工
専
井
藩
箆
書
の
そ
れ
は
、
柚
籔
鋼
換
の
方
法
を
指
示
す
る
法
令
で
あ
る
に
鋤
し
て
、
村
方
鋳
歌
は
表
顧

的
に
は
之
が
實
施
を
表
聡
す
る
方
式
の
も
の
で
あ
っ
た
に
し
て
も
、
㌶
時
に
調
製
さ
れ
た
村
方
規
約
「
地
鋼
雑
嚢
し
は
、
各
耳
管
と
も
総
べ

て
輩
に
滋
地
丈
量
に
卒
す
る
申
合
せ
を
表
現
せ
る
に
過
ぎ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
嶽
て
真
際
的
に
、
こ
の
藩
の
方
針
を
猛
擁
す
る
手
段
が
、

強
地
夏
趾
の
階
段
に
止
ま
ら
し
め
ん
と
す
る
こ
と
を
裏
書
す
る
の
で
あ
る
。
叉
、
前
記
豊
年
轟
弾
頭
の
内
機
軍
慮
羅
文
に
於
て
も
、
土
地

の
丈
量
と
相
互
持
地
の
鈎
、
等
を
期
す
る
爲
、
川
鋏
等
の
場
合
に
は
、
　
一
村
協
力
し
て
與
内
す
べ
し
と
規
約
し
て
、
こ
れ
亦
簾
二
段
の
籔
換

迄
に
は
棄
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
み
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
組
）

　
而
も
、
前
掲
寛
丈
九
年
二
月
編
井
藩
寸
書
第
二
條
申
の
「
翻
楼
は
惣
を
く
み
に
し
て
、
く
ち
取
に
可
詮
事
」
と
な
せ
る
も
の
は
、
繍
銭

法
に
よ
る
持
地
交
換
を
意
味
す
・
る
も
の
と
し
て
、
こ
の
画
格
と
し
て
の
指
示
方
針
が
、
例
へ
内
々
に
於
て
は
全
領
村
閣
に
葺
け
入
れ
ら
れ

ざ
る
こ
と
、
お
例
の
導
き
場
合
が
あ
っ
た
に
し
て
も
、
．
準
に
は
、
直
ち
に
探
粥
さ
れ
て
慣
行
さ
る
・
に
棄
つ
九
も
の
亦
有
り
得
た
こ
と
で

あ
ら
う
こ
と
を
も
思
は
し
め
る
。
銘
し
て
、
そ
れ
は
更
ら
に
潮
っ
て
、
寛
文
以
繭
の
時
期
に
於
け
る
、
春
期
閣
に
行
は
れ
認
る
、
罰
地

若
し
く
は
地
溜
と
聡
し
或
は
翻
換
と
賞
し
、
内
検
若
し
く
は
小
罪
な
ど
と
稻
す
る
も
の
蕊
申
に
は
、
蘭
証
職
本
村
の
楊
合
の
如
く
、
第
｝

階
段
の
作
業
に
止
っ
た
も
の
も
あ
り
得
る
だ
ら
う
し
、
叉
第
二
階
殺
の
作
業
に
迄
及
俵
し
た
も
の
も
亦
あ
O
得
た
こ
と
だ
ら
う
こ
と
を
患

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ザ
カ
タ

は
し
め
る
。
鴬
時
の
、
藩
の
法
令
若
し
く
は
地
方
の
徳
墨
磨
に
兄
ら
る
・
翫
謂
「
割
地
」
と
云
登
、
書
換
し
と
、
去
へ
る
用
語
は
、
軍
に
そ
の
字

義
の
上
か
ら
は
、
土
地
を
丈
量
す
る
こ
と
、
若
し
～
、
は
丈
量
を
夏
新
す
る
こ
と
の
み
を
意
味
す
る
場
合
齢
～
、
な
～
、
、
必
ず
し
も
持
地
攣
換

の
意
味
迄
を
も
包
括
す
る
に
は
限
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（　‘．）6ril　）



　
私
は
嘗
て
、
蕉
稿
「
割
地
の
誕
生
並
に
学
費
に
つ
い
て
の
考
察
」
中
、
大
儲
こ
の
や
う
な
爾
語
あ
る
文
勢
を
、
薩
ち
に
字
義
通
り
、
第

二
階
段
に
上
れ
る
も
の
と
解
し
て
論
明
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
偲
々
の
場
合
を
槍
蓋
し
て
然
る
後
に
あ
ら
ざ
れ
ば
簸
崩
を
明
ら
か

に
確
雷
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
．
り
、
ど
ち
ら
か
と
云
へ
ば
、
時
代
を
鴨
る
程
策
一
階
殺
た
る
検
地
黒
髪
の
施
行
に
血
ま
り
つ
・
あ
っ
た
も

の
が
、
或
は
多
撒
で
は
な
か
っ
た
だ
ら
う
か
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

　
今
、
筆
の
序
を
以
て
費
考
を
斯
く
是
趾
す
る
の
で
あ
る
。

五

　
以
至
の
要
旨
を
麗
筆
す
る
と
、
所
謂
型
鋼
繊
度
の
幾
現
は
、
我
邦
土
地
翻
度
史
上
の
翻
期
的
な
痙
革
た
る
太
閤
聖
地
を
契
機
と
し
て
認

め
ら
れ
る
こ
と
・
な
っ
た
こ
と
と
推
測
さ
れ
る
。
太
閤
槍
地
の
施
行
に
よ
り
て
確
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
近
世
の
村
落
は
、
各
密
確
定
さ

れ
た
る
一
村
と
し
て
の
村
高
を
附
乗
せ
ら
れ
て
、
　
…
村
共
詞
雛
の
形
ち
を
完
成
せ
ん
と
す
る
に
棄
り
、
翻
次
い
で
之
を
獺
承
し
た
る
江
戸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ
カ
タ

幕
府
及
び
諸
藩
領
の
中
に
あ
わ
て
は
、
そ
れ
ぐ
地
方
常
事
者
の
意
免
に
よ
り
て
、
傾
挙
々
民
の
意
向
を
寡
即
し
て
土
地
麟
換
－
－
恐
ら

く
初
期
の
様
式
に
あ
り
て
は
所
謂
割
地
へ
の
過
程
か
ら
云
へ
ば
、
第
　
階
段
と
籍
す
べ
き
精
細
な
る
丈
量
、
高
下
の
準
歯
、
、
麟
ち
内
強
地

を
慣
行
す
る
に
棄
り
、
翻
次
い
で
右
黒
黒
の
精
興
を
徹
底
せ
し
め
ん
が
拝
め
に
、
紬
籔
に
よ
る
領
村
民
鵜
互
賜
の
烹
地
の
持
分
麺
斑
な
調

ら
し
む
る
纂
二
階
殺
に
早
撃
脅
す
る
こ
と
・
な
り
、
や
が
て
そ
れ
は
…
般
に
醤
地
條
件
と
し
て
慣
用
せ
ら
る
・
も
の
あ
る
に
歪
つ
た
と
考

へ
る
。
事
こ
、
に
至
っ
た
の
は
、
勿
論
持
高
を
基
準
と
す
る
徴
税
の
一
村
共
岡
納
附
の
搦
當
て
に
起
興
せ
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
。
r

　
　
　
　
鶴
雪
間
題
の
一
購
縮
　
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
十
腿
巻
　
第
二
號
　
　
　
一
駈
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湖
地
問
題
の
蕗
諮
（
牧
野
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笙
羊
照
巻
笹
一
號
　
一
六

　
斯
く
て
、
諸
藩
並
び
に
幕
領
の
中
に
は
、
多
く
こ
の
慣
場
を
、
公
式
藩
嗣
の
そ
れ
し
ム
⇔
切
⇔
離
し
て
、
呉
楽
村
民
闘
の
牟
ば
麹
治
行
爲

に
移
す
に
、
肥
り
、
そ
の
必
要
と
認
め
丸
る
村
落
に
あ
⇔
て
は
、
之
を
蓮
綾
慣
肴
す
る
こ
と
、
し
彊
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
、
葡
掲
寛
文
十

二
年
の
岩
本
村
荘
麗
の
中
、
聖
地
劔
の
條
項
が
委
曲
を
撮
し
て
論
甥
し
て
み
る
も
の
に
極
め
て
明
か
で
あ
る
。
輻
井
海
景
に
於
て
、
幕
末
乃

漢
土
治
初
年
に
契
る
迄
蓮
蓋
し
て
、
水
腐
地
踏
継
に
多
く
の
慣
行
せ
ら
れ
額
る
捌
地
村
は
、
恐
ら
く
斯
る
法
令
の
指
示
す
る
と
こ
ろ
に
從

っ
て
、
之
を
受
饗
し
た
も
の
に
棚
違
な
い
こ
と
を
思
は
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
そ
れ
は
、
岡
暁
に
乱
雲
の
諸
藩
の
場
合
に
も
飼
じ

ゃ
う
な
事
鷲
が
存
在
し
て
み
た
だ
ら
う
こ
と
を
推
察
す
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
不
穏
常
で
な
い
で
あ
ら
・
ブ
。
斯
く
て
亦
詞
臨
に
、
そ
れ
迄

の
階
殺
に
立
棄
ら
ざ
る
領
村
に
あ
り
て
は
、
翠
に
瞼
地
聖
恩
の
作
業
の
み
を
繰
⇔
返
し
て
、
随
酵
藩
政
博
代
を
通
じ
て
償
比
し
つ
・
あ
っ

．
二
と
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
Q

　
粗
し
、
斯
る
盤
領
、
民
問
の
そ
れ
ム
、
持
分
の
交
換
、
郎
ち
そ
の
聖
画
主
た
る
㎝
村
・
汽
の
土
地
は
村
真
鴨
の
共
同
管
理
的
な
凝
念
を
右
す

る
に
非
ら
ざ
れ
ば
、
到
底
斯
る
装
置
に
畠
で
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
斯
る
償
行
が
果
し
て
如
縄
な
る
源
流
を
母
胎
と
し
て
襲
現
す
る
に

訟
出
点
り
，
し
か
窃
憩
考
嫁
小
す
・
る
こ
と
は
、
　
依
然
と
し
て
猫
残
さ
れ
て
み
る
関
瓢
越
と
・
し
な
け
・
れ
ば
（
娯
♂
り
ぬ
。

　
簡
輩
に
そ
れ
は
、
鴬
壮
齢
が
常
局
者
の
案
萬
　
　
天
降
り
的
な
官
製
品
に
係
る
も
の
と
し
て
は
、
片
付
け
ら
れ
そ
う
に
も
な
い
の
で
あ

り
、
妻
飾
何
に
一
村
と
し
て
の
結
合
膿
が
、
そ
の
存
立
の
必
要
土
自
己
の
構
戒
分
子
に
記
し
て
強
度
の
均
等
を
強
い
た
と
し
て
も
、
幕
因

す
る
と
こ
ろ
の
源
流
は
、
夏
ら
に
遡
っ
て
詮
索
す
べ
き
要
あ
る
こ
と
を
思
は
し
め
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
和
十
　
嵩
年
秋
、
譲
史
食
大
禽
講
演
手
拓
補
正
）
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